
※以下、学校へは参考までに提示

勤務時間、各業務の負担度と重要度をもとに、改善すべき業務を抽出しました。

7. 日課（登下校時刻）

5. 役職別の負担

全体の「改善すべき業務ランキング」では抽出されにくい一人役職に関して改善すべき業務を抽出しました。

6. ICTへの評価

学習支援・校務支援関係のICTそれぞれに関して、学校現場からの評価をまとめました。

0 「学校の健康診断」で分かること

どのぐらいの時間削減が必要かを示します。

2. 「学校の健康状態」の総合評価

勤務時間が適切か、授業準備・自己研鑽にどの程度時間を取れているかなどの評価を行います。

3. 組織風土

1. 業務改革の目標値

目安として、市内学校の登下校時刻を比較しました。

働き方改革を進めるうえで重要な組織風土の状況を示します。

4. 改善すべき業務ランキング
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